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　駅を快適な空間として、お客さまに気持ちよくご利用いただ
くために、さまざまな改善を行っています。

駅・営業

駅数
(2012年3月31日現在)

自動改札導入状況 (2012年3月31日現在)

(2012年3月31日現在)

自動改札の導入
●自動改札導入のあゆみ

駅

活性化駅一覧

1990. 4 首都圏に新型の在来線自動改札システムを導入
1991. 3 ストアードフェアシステム(イオカード直接投入可能)を採用
1997. 10 新幹線自動改札システムを導入開始
2001. 11 首都圏在来線にICカード(Suica)出改札システムを導入
2002. 12 仙台エリアに在来線自動改札システムを導入

2003. 10 首都圏新幹線および仙台エリアにICカード(Suica)出
改札システムを導入

2004. 4 地方拠点駅に在来線自動改札システムを導入開始
2004. 11 新潟エリアに在来線自動改札システムを導入
2006. 1 新潟エリアにICカード(Suica)出改札システムを導入

◇在来線 ◇新幹線
●自動改札導入駅数　520駅　690改札口
●自動改札通路数　　4,052通路
●自動精算機台数　　980台

●自動改札導入駅数　 41駅　66改札口
●自動改札通路数　　 254通路
●自動精算機台数　　 17台

駅　名 線区名 竣工年月 合　築　施　設
穂 高 大 糸 線 1988. 1 アートギャラリー
八 積 外 房 線 1988. 9 公民館　図書館
大 白 川 只 見 線 1988. 12 総合観光案内所　レストラン
院 内 奥羽本線 1989. 3 郷土資料館　コミュニティホール
ほっとゆだ 北 上 線 1989. 3 温泉会館　コンビニエンスストア
ゆ だ 高 原 北 上 線 1990. 3 公民館
船 岡 東北本線 1990. 8 コミュニティプラザ　ギャラリー
刈 和 野 奥羽本線 1990. 10 コミュニティセンター　商工会館
上 小 川 水 郡 線 1990. 12 集会所　図書館
越 後 片 貝 米 坂 線 1991. 2 ふるさと会館
福 生 青 梅 線 1991. 3 ギャラリー
岩 沢 北 上 線 1991. 3 集会所
塩 川 磐越西線 1991. 3 コミュニティホール　集会室
神 俣 磐越東線 1991. 5 観光案内所　コミュニティルーム
鳴 子 温 泉 陸羽東線 1991. 12 円形劇場　観光案内センター
下 野 宮 水 郡 線 1992. 2 集会施設
須 賀 川 東北本線 1992. 3 観光物産館
木 造 五 能 線 1992. 5 コミュニティプラザ　観光案内所
天 童 奥羽本線 1992. 9 観光物産館
高 畠 奥羽本線 1992. 10 公衆浴場
かみのやま温泉 奥羽本線 1992. 10 コミュニティプラザ
上 野 尻 磐越西線 1992. 12 農協
舟 形 奥羽本線 1993. 3 物産館　診療所
水 郷 成 田 線 1993. 5 コミュニティセンター
布 佐 成 田 線 1993. 7 集会施設
赤 湯 奥羽本線 1993. 8 観光物産センター
山 方 宿 水 郡 線 1993. 9 集会所　図書館
磐 城 塙 水 郡 線 1993. 10 図書館　物産コーナー
米 沢 奥羽本線 1993. 11 観光案内センター　物産展示コーナー
桑 川 羽越本線 1993. 11 観光物産センター　ギャラリー　レストラン
東 海 常 磐 線 1993. 12 多目的ホール　ギャラリー
戸狩野沢温泉 飯 山 線 1993. 12 観光案内所
三 春 磐越東線 1994. 3 イベントスペース　物産館
西 金 水 郡 線 1995. 2 集会所
富 浦 内 房 線 1995. 3 コミュニティ施設
津 南 飯 山 線 1995. 3 温泉コミュニティセンター
大 谷 海 岸 気仙沼線 1995. 10 物産館　アクアリウム
鹿 渡 奥羽本線 1995. 10 観光物産情報館　ミニシアター
矢 吹 東北本線 1995. 10 コミュニティプラザ
和 田 浦 内 房 線 1995. 12 ギャラリー
羽 前 椿 米 坂 線 1995. 12 農協
八 幡 宿 内 房 線 1995. 12 ギャラリー
野 蒜 仙 石 線 1996. 3 インフォメーションセンター
玉 川 村 水 郡 線 1996. 3 町事務室　多目的ホール
相 野 々 北 上 線 1996. 6 コミュニティ施設
野 木 沢 水 郡 線 1996. 9 農協

駅　名 線区名 竣工年月 合　築　施　設
津 軽 二 股 津 軽 線 1996. 12 観光情報センター
岩 井 内 房 線 1997. 3 展示室
田 沢 湖 田沢湖線 1997. 3 観光情報センター
雫 石 田沢湖線 1997. 3 観光案内センター　図書館
角 館 田沢湖線 1997. 3 物産展示
磯 原 常 磐 線 1997. 8 市出張所　コミュニティホール
佐 久 平 長野新幹線 1997. 9 観光案内所　物産店
飯 岡 総武本線 1997. 10 イベントホール
大 曲 奥羽本線 1997. 12 インフォメーションホール
常 陸 鴻 巣 水 郡 線 1998. 3 集会室　オープンギャラリー
金 浦 羽越本線 1998. 3 コミュニティホール　図書館
双 葉 常 磐 線 1998. 8 コミュニティホール　アートギャラリー
下 総 神 崎 成 田 線 1998. 10 展示室
陸 奥 鶴 田 五 能 線 1999. 2 コミュニティプラザ　展示場
さくらんぼ東根 奥羽本線 1999. 12 図書館　観光案内　情報サービス　物産展示
村 山 奥羽本線 1999. 12 市民ホール　企画展示ギャラリー　観光案内
大 石 田 奥羽本線 1999. 12 店舗(そば屋)　企画展示ギャラリー
新 庄 奥羽本線 1999. 12 映画館　体験館　コミュニティホール　レストラン　会議室
摺 沢 大船渡線 2000. 3 多目的ホール
大 釜 田沢湖線 2000. 3 集会所
羽 後 岩 谷 羽越本線 2000. 3 コミュニティホール　事務室
飯 倉 総武本線 2000. 12 コミュニティ施設
仁 賀 保 羽越本線 2001. 6 多目的ホール　観光センター
北 常 盤 奥羽本線 2001. 12 コミュニティホール　展示室
寒 河 江 左 沢 線 2002. 2 展望コーナー
左 沢 左 沢 線 2002. 2 交流センター
七 日 町 只 見 線 2002. 7 店舗(喫茶店)  物産コーナー
南 三 原 内 房 線 2003. 2 多目的ホール　旅客トイレ
和 田 奥羽本線 2003. 2 ふれあい交流室　観光情報ホール　売店
古 里 青 梅 線 2003. 2 コミュニティセンター
羽 後 境 奥羽本線 2004. 2 公衆トイレ
森 宮 野 原 飯 山 線 2004. 3 交流室　展示室
金 ケ 崎 東北本線 2005. 2 観光情報ホール　農協　売店
滑 河 成 田 線 2005. 2 多目的ホール
八 街 総武本線 2005. 3 コミュニティスペース
西 若 松 只 見 線 2005. 11 展示ホール
奥 多 摩 青 梅 線 2006. 4 ギャラリー　店舗(そば屋)
前 沢 東北本線 2006. 5 店舗(喫茶店)
千 倉 内 房 線 2007. 8 観光案内所　待合室　会議室
遊 佐 羽越本線 2008. 2 複合交通センター　観光案内所　多目的交流研修室
神 宮 寺 奥羽本線 2008. 7 交流センター
羽 後 長 野 田沢湖線 2009. 3 市民交流センター　旅客通路　旅客多機能トイレ
浪 岡 奥羽本線 2010. 3 地域交流センター　多目的ホール
佐 原 成 田 線 2011. 3 観光交流センター　旅客トイレ
常 陸 太 田 水 郡 線 2011. 7 観光案内所　旅客トイレ　待合所

駅　　数 1,689駅（貨物駅5含む）
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発売機設置台数 (2012年3月31日現在)

旅客運賃改定の変遷

注) :最低運賃欄の(　)内は、電車特定区間の運賃です。

料金改定の変遷(主なもの)
　お客さまにわかりやすく、利用しやすい料金体系に改定
することで、通勤・通学を含め気軽に特急列車やグリーン
車をご利用いただけるようにしました。

新駅設置の状況 (2012年3月31日現在)

さまざまな自動券売機類

多機能券売機指定席券売機傾斜型券売機

(2012年3月31日現在)

みどりの窓口設置駅数の推移

駅名改称一覧

新駅の設置

営業諸元

期日 線名 旧駅名 新駅名 記事

1997. 3. 22 陸羽東線

上岩出山 西大崎
西岩出山 上野目
川渡 川渡温泉
東鳴子 鳴子御殿湯
鳴子 鳴子温泉
中山平 中山平温泉

1999. 12.   4

奥羽本線 蟹沢 さくらんぼ東根
楯岡 村山

陸羽東線
羽前向町 最上
羽前赤倉 赤倉温泉
瀬見 瀬見温泉

2000. 12.   2 五能線 陸奥黒崎 白神岳登山口
2002. 12.   1 八戸線 種差 種差海岸
2004. 3. 13 常磐線 川尻 十王

期日 線名 旧駅名 新駅名 記事

1991. 12.   1 吾妻線 長野原 長野原草津口
川原湯 川原湯温泉

1992. 3. 14 京葉線 千葉港 千葉みなと

1992. 7.   1 奥羽本線 上ノ山 かみのやま温泉
北上ノ山 茂吉記念館前

1993. 4.   1 中央本線

石和 石和温泉
勝沼 勝沼ぶどう郷
初鹿野 甲斐大和
別田 春日居町

1994. 3. 12 鹿島線 北鹿島 鹿島サッカースタジアム

1994. 12.   3 常磐線 平 いわき
山田線 浪板 浪板海岸

1995. 12.   1 花輪線 陸中花輪 鹿角花輪
湯瀬 湯瀬温泉

1997. 3. 22 気仙沼線 大谷 大谷海岸

期日 線名 旧駅名 新駅名 記事

1988. 3. 13

東北本線 二枚橋 花巻空港

花輪線 岩手松尾 松尾八幡平
龍ケ森 安比高原

仙山線 面白山 面白山高原
1990. 3. 10 総武本線 越中島 越中島貨物 貨物駅

1990. 12.   1
日光線 下野大沢

(しもずけおおさわ)
下野大沢
(しもつけおおさわ)

烏山線 下野花岡
(しもずけはなおか)

下野花岡
(しもつけはなおか)

1991. 3. 16 奥羽本線
糠ノ目 高畠
大鰐 大鰐温泉

津軽線 三厩(みうまや) 三厩(みんまや)

1991. 6. 20 北上線
陸中大石 ゆだ錦秋湖
陸中川尻 ほっとゆだ
岩手湯田 ゆだ高原

年度 駅　　名 駅数
1987 古淵、青山 2

1988 玉戸、大和、逢隈、東照宮、美里、新木場、葛西臨海公園、
舞浜、新浦安、市川塩浜、二俣新町、北上尾 12

1989 万石浦、くりこま高原、八丁堀、越中島、潮見 5
1990 ガーラ湯沢、葛岡、さつき野、成田空港 4
1991 小野上温泉 1
1992 空港第2ビル 1
1995 井川さくら、有備館 2

年度 駅　　名 駅数

1997 八王子みなみ野、今井、佐久平、あきた白神、安中榛名、軽井沢、
上田、上越国際スキー場前、ひたち野うしく、紫波中央、東松戸 11

1998 前橋大島 1
1999 あおば通 1
2000 さいたま新都心 1
2001 国府多賀城、岩城みなと、ウェスパ椿山 3
2002 いわて沼宮内、二戸 2

年度 駅　　名 駅数
2003 本庄早稲田、小鶴新田 2
2004 高崎問屋町、内野西が丘 2
2006 東北福祉大前、太子堂、平田 3
2007 越谷レイクタウン 1
2008 西府、西大宮 2
2010 七戸十和田 1
2011 吉川美南 1

年度 1987 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000
駅数 417 550 590 629 662 701 720 730 731 733 737 742

駅数 台数
自動券売機 1,043 3,111
指定席券売機 450 1,075
多機能券売機 263 650

運賃改定日 改定率(％) 記事 最低運賃(円)
1966. 3. 5 32.3 20
1968. 4. 1 5.4 定期運賃のみ改定 20
1969. 5. 10 15.9 30
1974. 10. 1 23.2 30
1976. 11. 6 50.4 60

1978. 7. 8 16.4 料金のみ改定(1978.10)
通学定期割引率修正(1979.1) 80

1979. 5. 20 8.8 100
1980. 4. 20 4.5 100
1981. 4. 20 9.7 通学定期割引率修正(1981.7) 110
1982. 4. 20 6.1 通学定期割引率修正(1982.9) 120
1984. 4. 20 8.2 130(120)
1985. 4. 20 4.4 通学定期割引率修正(1985.9) 140(120)
1986. 9. 1 4.8 140(120)
1989. 4. 1 2.9 消費税導入にともなう運賃・料金改定 140(120)
1997. 4. 1 1.9 消費税率変更にともなう運賃・料金改定 140(130)

料金改定日 改定内容 料金額
2001. 12.  1 首都圏のB特急料金を改定 自由席(50キロまで)     500円

指定席(50キロまで)   1,010円
2002. 12.  1 東日本管内のB特急料金

を改定
自由席(50キロまで)     500円
　　　(100キロまで)    900円
　　　(150キロまで)  1,300円
指定席(50キロまで)   1,010円
　　　(100キロまで)  1,410円
　　　(150キロまで)  1,810円

東日本管内の特急・急行の
グリーン料金(A)を改定

(100キロまで)        1,000円
(200キロまで)        2,000円
(300キロまで)        3,000円
(301キロ以上)        4,000円

2004. 10. 16 首都圏の普通
列車に特定の
グリーン料金
(B)を設定

平日料金

事前料金(50キロまで)   750円
　　　　(51キロ以上)   950円
車内料金(50キロまで) 1,000円
　　　　(51キロ以上) 1,200円

ホリデー
 料金

事前料金(50キロまで)   550円
　　　　(51キロ以上)   750円
車内料金(50キロまで)   800円
　　　　(51キロ以上) 1,000円

2005. 12. 10 成田エクスプレスのグリー
ン料金を改定

(200キロまで)        2,000円

成田エクスプレス、スー
パービュー踊り子の個室・
グリーン料金を改定

 1室あたり　　　　　   6,000円
  ※ 不足人員分は小児運賃・特急
料金を収受しない

2010. 12.  4 東日本管内の特急・急行の
グリーン料金(A)を改定

(400キロまで)　　　　4,000円
(500キロまで)        4,000円
(600キロまで)        4,000円
(700キロまで)        4,000円
(701キロ以上)        5,000円

グランクラス料金を設定 (100キロまで)　　　　6,000円
(200キロまで)        7,000円
(300キロまで)        8,000円
(400キロまで)　　　　9,000円
(500キロまで)        9,000円
(600キロまで)        9,000円
(700キロまで)        9,000円
(701キロ以上)       10,000円

2012. 3.  17 「なすの」のグランクラス
料金を設定

(100キロまで)　　　　4,000円
(200キロまで)        5,000円
(300キロまで)        6,000円
(400キロまで)　　　　7,000円
(500キロまで)        7,000円
(600キロまで)        7,000円
(700キロまで)        7,000円
(701キロ以上)        8,000円

(2012年3月31日現在)

年度 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
駅数 742 737 738 737 732 728 694 693 677 671 608
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(2012年6月1日現在)

｢えきねっと｣は、JR東日本のインターネットサービスポータルサイトで、
(株)JR東日本ネットステーションが運営しています。｢えきねっと会員｣になるこ
とで、パソコンや携帯電話・スマートフォンからJR券申込サービスを利用できま
す。このサービスは、指定席、自由席に加え、乗車券も予約が可能で、きっぷの受
取りは、申込み時に登録したクレジットカードと申込み時に付与される予約番号
だけで可能です。指定席券売機を利用して受け取る場合｢えきねっと割引(※下
記参照)｣が適用されます。2007年4月からは、えきねっと会員を対象としたイン
ターネット予約限定の｢えきねっとトクだ値｣の発売を開始しました。リアルタ
イムで最新の情報をご案内できるインターネットのメリットを活かし、時期・区
間・列車ごとのご利用状況に応じた柔軟な割引商品を提供しています。
2009年6月からは座席表からお好みの座席を選ぶことができるシートマップ予
約サービスを導入、2010年3月からは成田エクスプレスの指定席特急券を受け取
ることなくそのまま乗車できる｢えきねっとチケットレスサービス｣が始まりま
した。さらに、2012年3月には携帯電話版サービスで自由席の申込みが可能にな
るなどお客さまの利便性向上をはかっています。会員数は2012年5月に500万人を
突破しました。

予約サービス

案内サービス

｢えきねっと｣のおトクなサービス

｢JR券申込｣｢レンタカー予約｣｢えきねっとショッ
ピング｣｢えきねっとポイントモール｣のご利用で
｢びゅう商品券｣、｢Suicaカード｣などの商品や
｢Suicaポイント｣｢ビューサンクスポイント｣などと
交換できる｢えきねっとポイント｣がたまります。

※詳しくは［www.eki-net.com］をご覧ください。 ※ 東海道・山陽、九州新幹線およびその他の特急列車等には適
用されません。｢えきねっとトクだ値｣ご利用の場合は、適用さ
れません。

●｢えきねっとポイント｣ ●｢えきねっと割引｣
｢えきねっと｣でJR東日本の新幹線(東北・秋

田・山形・上越・長野の各新幹線)の指定席を申
込み、JR東日本の主な駅に設置してある指定席
券売機で受け取ると100円～700円割引となるサ
ービスです。

｢えきねっと｣ホームページ(2012年5月現在)

インターネットサービスポータルサイト｢えきねっと｣

販売戦略

主な企画商品一覧

JR券申込サービス
パソコンからのJR券申込 ・全国の新幹線や特急列車等の指定席・自由席・乗車券が申込みできます。
携帯電話・スマートフォン
からのJR券申込

・ 東北・秋田・山形・上越・長野・東海道・山陽の各新幹線と特急｢あずさ｣｢かいじ｣｢ひたち｣｢成田エクスプレス｣
の指定席・自由席の申込みができます。

その他の予約サービス
国内ツアー予約 ・ 最短ご出発の2日前まで、JR東日本が企画・実施する｢びゅう国内ツアー｣が予約できます。
JTB旅館・ホテル予約 ・ JTBが取り扱う全国の旅館・ホテルの宿泊予約ができます。
JAL・ANA国内航空券予約 ・JAL・ANA国内線の航空券が空席照会から予約できます。 予約した航空券はオンライン決済、チケットレスで利用できます。
駅レンタカー予約 ・東日本・北海道エリアの駅レンタカーをクーポンレスで予約できます。

案内サービス
列車運行情報 ・JR東日本管内の在来線および東北・秋田・山形・上越・長野新幹線の運転情報をお知らせします。

乗換・運賃案内
・出発地と目的地、出発日時もしくは到着日時の入力から列車や航空機を利用した乗換情報と運賃・料金をご案内しま
　す。また、えきねっと、モバイルSuica特急券を利用した場合のおトクな運賃・料金もご案内します。

JR東日本　駅の時刻表 ・路線や駅名で検索したJR東日本管内の各駅の時刻表をご案内します。
おトクなきっぷ ・JR東日本で取り扱っているおトクなきっぷをご希望の検索条件から調べることができます。
旅どきnet ・季節感あふれる東日本エリアの旅情報をはじめ、各種キャンペーンやイベント、旅行プランなどをご紹介します。

JR東日本の各駅情報
・ JR東日本管内の主な駅の構内図やバリアフリー設備等の設置情報、駅ビルなどの店舗や駅での各種サービスの情報を
ご案内します。

設定区間 主な企画商品
首都圏～
東北地方間

ウィークエンドパス、庄内・東京フリー乗車券、東京週末フ
リー乗車券、新幹線回数券

首都圏～上信越間 ウィークエンドパス、新幹線回数券、あずさ回数券
首都圏～北陸間 北陸フリーきっぷ、北陸回数券

設定区間 主な企画商品

首都圏近郊
休日おでかけパス、都区内・りんかいフリーきっぷ、
都区内フリーきっぷ、都区内パス、東京フリーきっぷ、
ひたち往復きっぷ、ひたち回数券、南伊豆フリー乗車券

東北各地間 小さな旅ホリデー・パス、東北ローカル線パス
その他季節限定 大人の休日倶楽部パス

2001 2002 2003 2004 2005 2009200820072006
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※2005年度まではワールドえきねっと会員を含む

●えきねっと会員数の推移
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注): ｢ゴーゴー3DAYSきっぷ｣は2001年6月より｢三連休パス｣に名称変更。2010年7月より｢スリーデーパス｣にリニューアル。
　　2007年度から2010年度までは｢大人の休日倶楽部会員パス｣という名称。｢大人の休日倶楽部パス｣は、2011年度からの名称。
　  ｢土・日きっぷ｣は2010年度から｢ウィークエンドパス｣にリニューアル。
   ｢ホリデー・パス｣は2012年3月11日まで｡ 2012年3月17日からは｢休日おでかけパス｣にリニューアル。　　　　　　　　　

2006年度｢青春18きっぷ｣には｢JR発足20周年・
青春18きっぷ｣を含む。

主な企画商品発売実績

ジャパン・レール・パス取扱実績(当社分)

　訪日観光客の拡大を目的として展開されているビ
ジット・ジャパン事業に連動して、当社では訪日観光客
増加に向けた各種施策を展開しています。
　個人旅行客向けの割引きっぷとして｢JR EAST 
PASS｣｢ジャパン・レール・パス｣の発売・引換を行って
いるほか、東京都心へのアクセス商品｢Suica＆N’
EX｣｢Suica＆Monorail｣を発売しています。2011年
12月からは関東エリアのフリーきっぷ｢JR Kanto Area 
Pass｣を発売し､首都圏滞在または､在日の外国人のお
客さまに関東近郊への列車の旅を提案しています。　
 また、成田空港や羽田空港にある JR EAST Travel 
Service Center（JR東日本訪日旅行センター）では、
訪日外国人向けパスの発売・引換や観光情報の提供
など、快適な旅のお手伝いを行っています。

訪日外国人観光客増加に向けた
取組み(インバウンド戦略)

JR EAST PASS取扱実績

注1) : 1998年2月1日より有効となるものから取扱開始。  注2) : 2003年10月1日より国内発売開始。
注3) : ｢JR EAST PASS SPECIAL｣の実績も含む。

Suica&N’EX取扱実績

注): 普通車用は2007年3月28日より発売開始。グリーン車用は2009年
　　3月28日より発売開始。

団体乗車券取扱収入の推移
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レールゴー・サービス
　東京と仙台、盛岡または新潟間の東北・上
越新幹線の指定列車に書類、図面、原稿、磁気
テープなどの荷物を載せて運送するものです
(貴重品の取り扱いはしていません)。

●東北・上越新幹線レールゴー・サービス実績

新幹線通勤・通学定期券(FREX・FREXパル)発売実績
●FREX(枚／月)

●FREXパル(枚／月)

※発売開始は1984年度

注):3カ月定期は1カ月当たりの延べ枚数に換算しています。 ※発売開始は1986年度

商品名 発売開
始年度

　　　　　発売実績(枚)
1999年度 2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度

青春18きっぷ 1982 259,316 254,041 251,814 265,724 261,882 252,177 248,788 355,133 303,631 329,346 281,456 238,954 242,666
フルムーン夫婦グリーンパス 1981 21,644 18,958 18,081 15,997 14,899 12,173 11,591 12,667 14,498 12,382 10,047 11,501 10,968
大人の休日倶楽部パス 2001 ─ ─ 85,267 54,530 122,677 107,286 54,128 224,573 344,461 482,733 485,767 338,035 305,640
スリーデーパス（三連休パス） 2000 ─ 111,224 108,971 141,591 154,705 72,174 54,253 58,671 72,598 88,390 83,295 60,309 50,158
ホリデー・パス 1991 2,403,897 2,496,627 2,610,030 2,652,317 1,707,593 1,481,063 1,337,182 1,380,772 1,281,897 1,213,983 1,202,689 1,115,009 997,762
ウィークエンドパス（土・日きっぷ） 2000 ─ 1,035 177,357 232,137 281,007 442,717 526,691 523,021 522,745 526,341 497,971 488,510 429,391

年度 1984 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

発
売
枚
数

東北
新幹線 390 907 1,336 1,710 2,936 4,724 6,239 7,191 8,180 9,133 10,451 10,425 11,475 12,026 12,731 13,223 13,115 13,367 13,739 13,889 14,132 14,272 14,316 14,284 13,884 14,315
上越
新幹線 88 491 797 1,093 1,933 3,324 4,251 4,712 5,104 5,644 6,349 6,242 6,913 7,153 7,409 7,814 7,727 7,865 8,213 8,270 8,535 8,655 8,647 8,412 8,404 8,335
長野
新幹線 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 290 482 694 879 1,047 1,134 1,239 1,312 1,341 1,450 1,507 1,596 1,632 1,666 1,674
計 478 1,398 2,133 2,803 4,869 8,048 10,490 11,903 13,283 14,778 16,799 16,957 18,870 19,873 21,019 22,084 21,975 22,471 23,264 23,500 24,117 24,434 24,559 24,329 23,955 24,324

年度 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

発
売
枚
数

東北
新幹線 268 443 643 796 1,073 1,394 1,749 1,893 2,002 2,214 2,362 2,163 2,159 2,081 2,054 2,040 1,944 1,911 1,853 1,805 1,770 1,656 1,502 1,465 1,442 1,242
上越
新幹線 123 169 303 392 502 585 724 789 886 940 981 898 968 928 909 971 879 864 911 941 891 918 912 906 875 853
長野
新幹線 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 50 137 204 237 246 238 264 265 299 291 269 275 293 297 295
計 391 612 946 1,188 1,575 1,979 2,473 2,682 2,887 3,154 3,343 3,111 3,264 3,212 3,200 3,258 3,061 3,039 3,029 3,045 2,953 2,842 2,689 2,664 2,613 2,391

年度 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
普通車用
取扱実績(枚) 86,185 81,228 80,819 86,177 101,480 92,668 113,796 121,893 142,011 177,205 183,395 208,747 206,670 105,586

グリーン車用
取扱実績(枚) 18,468 16,399 16,092 17,318 21,355 16,583 18,141 19,017 20,529 24,539 19,363 17,007 16,566 9,733

合 計(枚) 104,653 97,627 96,911 103,495 122,835 109,251 131,937 140,910 162,540 201,744 202,758 225,754 223,236 115,319

年度 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
普通車用
取扱実績(枚) 1,550 2,272 3,200 4,327 6,346 7,039 9,474 10,221 13,346 19,158 23,786 31,579 37,460 14,383

グリーン車用
取扱実績(枚) 177 182 308 436 618 564 830 902 1,086 1,167 995 1,040 1,359 749

合 計(枚) 1,727 2,454 3,508 4,763 6,964 7,603 10,304 11,123 14,432 20,325 24,781 32,619 38,819 15,132

年度 1997 1998 1999 2000 2001
個数(個) 54,681 54,019 52,505 51,703 51,347
実績(千円) 135,064 132,844 134,205 128,259 125,639
年度 2002 2003 2004 2005 2006
個数(個) 48,788 46,251 39,463 39,563 33,724
実績(千円) 120,216 114,138 98,765 104,504 92,293

年度 2006 2007 2008 2009 2010 2011
普通車用(枚) 1,151 78,352 114,084 140,334 175,334 107,253
グリーン車用(枚) ─ ─ 12 1,147 2,317 2,016

年度 2007 2008 2009 2010 2011
個数(個) 35,755 30,302 28,497 25,869 18,243
実績(千円) 110,566 84,912 75,280 67,906 50,588

注):2010年度実績は1,504枚（2011 
    年2月1日より発売開始）

Suica&Monorail
取扱実績
年度 2011

片道（枚） 2,252
往復（枚） 4,620
合計（枚） 6,872
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｢大人の休日倶楽部｣｢JR東日本ジパング倶楽部｣

「レール＆レンタカーきっぷ」
　2010年10月より、駅レンタカーのインターネット
予約をサービス開始しました。インターネットで予
約すると、①駅レンタカーの料金が窓口予約よりも
500円割引（24時間ごと）に、②代金お支払い前な
ら何度でも駅レンタカーの予約変更が可能に、③車
名が選択可能になり、駅レンタカーのご利用がます
ます便利でおトクになりました。またあわせて、こ
れまで複数あった駅レンタカーの料金体系も24時
間制に統一し、よりわかりやすい料金体系に変更し
ています。

●「レール＆レンタカーきっぷ」のあゆみ

●台数実績(ジェイアール東日本レンタリース㈱管内) (単位:台)

パーク＆ライドの推進
　パーク＆ライドは、駅に駐車場を設置し、自宅や会社から駅までは
自動車、その先は列車を利用していただくことにより鉄道利用の促進
をはかる施策です。特に、飛行機や高速バスといったほかの輸送機
関と競合している線区では、お客さま獲得の有効な手段であり、今
後も一層の充実をはかっていきます。

　2011年度は626コースを実施。約20万人のお客さまにご参加
いただきました。

観光開発の推進
　観光開発は、地域と連携した観光資源の発掘や受入体制の整備を
通じて、鉄道利用の促進をはかる施策です。具体的には、地元とタイ
アップし、集中宣伝・集中送客する｢デスティネーションキャンペーン｣
｢重点販売地域｣の実施、列車の旅の楽しさを提案する｢リゾートトレ
イン｣の運行、駅を起点に地元の各所を見ながら気軽にウォーキングを
楽しんでいただくイベント｢駅からハイキング｣、地元の人が考え、ご
案内する旅行商品｢旅市｣などがあります。
　また、｢トランヴェール｣｢小さな旅｣など宣伝物による観光情報発信
を行い、お客さまへの情報提供と旅行需要喚起に努めています。

●主なリゾートトレイン

●駅からハイキング

●駅数と駐車台数
注1): 当社が直接整備したもの、グルー

プ会社が運営しているもの、および
自治体等との連携で運営している駐
車場をまとめたものです。

注2): 山形·秋田新幹線の在来線の駅につ
いては新幹線駅に計上しています。

(2012年3月31日現在)
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●会員数の推移●｢大人の休日倶楽部｣｢JR東日本ジパング倶楽部｣のあゆみ ●商品発売実績の推移

※ びゅう商品5％割引実績＋エスコート商品実績

1985年05月10日 ジパング倶楽部事務局設立

1988年09月01日
ジパング倶楽部6社に分割。各会社ごとに事務局
を設置し、会員管理業務を開始

1994年04月01日 ｢ビュー・ジパング倶楽部カード｣の会員募集開始
1994年08月20日 JR東日本独自の会員誌｢ジパング旅仲間｣を発行
2001年07月13日 新ブランド商品｢大人の休日｣スタート
2002年03月01日 ｢大人の休日｣専用ホームページ開設
2005年06月01日 ｢大人の休日倶楽部ジパング｣スタート
2005年10月01日 ｢大人の休日倶楽部ミドル｣スタート
2006年06月01日 ｢大人の休日倶楽部｣割引エリアをJR北海道線まで拡大
2007年06月01日 ｢大人の休日サロン｣開設
2008年04月01日 ｢大人の休日倶楽部プレミアメンバーズサービス｣スタート
2009年02月13日 ｢大人の休日倶楽部｣会員100万人突破
2012年03月 2日 ｢大人の休日倶楽部メールマガジン｣スタート

年　月 内　　　　　容
1995年 4月 SDクラス発売開始[1500cc・1日乗り放題6,800円(税別)]
1996年 4月 SWクラス発売開始[ワンボックスワゴン車・1日乗り放題12,000円(税別)]
1997年 4月 SSクラス発売開始[1000cc～1300cc・1日乗り放題5,500円(税別)]
1998年 7月 SBクラス発売開始[1800cc・1日乗り放題8,500円(税別)]
1999年 6月 SKクラス発売開始[軽自動車クラス・1日乗り放題4,500円(税別)]

2003年 4月
駅レンタカー料金改定(一部クラスを除き時間制料金の値下げ)
時間制のM-Vクラス(ミニバン)新設
カーナビ料金の値下げ(1日1,000円→1レンタル300円)

2003年 10月 カーナビ標準装備と無料化、時間制のSAクラス廃止
2004年 4月 SMクラス発売開始[ミニバン車・1日乗り放題8,920円(税込)]
2006年 3月 時間制のRVクラス廃止
2007年 4月 各クラス禁煙車発売開始
2008年 4月 時間制のHDクラス廃止
2009年 4月 ETC車載器全車標準装備

2010年 10月

インターネット予約開始
[インターネット予約の場合、窓口予約より500円割引(24時間ごと)]
料金体系を24時間制･免責補償料込に統一
(車種を､K･S･A･B･MV･WAクラスの6車種に)

年　度 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003

レール＆レンタカー利用件数 74,199 97,817 121,182 133,246 138,853 142,400 147,617 142,841 149,343

駅　数 台数[千台]
新幹線駅 28 6
在来線駅 62 4
合　計 90 10

列車名 運転区間 乗車人員(2011年度)
リゾートしらかみ(1997.4～) 秋田～青森・弘前  約16.8万人
SLばんえつ物語(1999.4～) 新潟～会津若松  約  1.2万人
きらきらうえつ(2001.11～) 新潟～酒田・象潟  約  2.5万人
リゾートみのり(2008.10～) 仙台・小牛田～新庄  約  1.5万人
リゾートビューふるさと(2010.10～) 長野・松本～南小谷  約  2.2万人
リゾートあすなろ(2010.12～) 新青森～蟹田・大湊  約  3.7万人

年　度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

レール＆レンタカー利用件数 140,257 144,651 148,343 146,974 134,500 115,666 107,060 103,361

価格表

・Kクラス(軽自動車) 　24時間  6,400円
・Sクラス(フィット、ヴィッツなど) 24時間  7,200円
・Aクラス(カローラなど) 　24時間  9,000円
・Bクラス(シルフィなど) 　24時間 11,500円
・MVクラス(ウィッシュなど) 　24時間 11,500円
・WAクラス(ステップワゴンなど) 　24時間 16,500円

※インターネットで予約すると上記料金から500円割引（24時間
  ごと）になります。
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びゅうプラザの店舗数推移

新しい｢びゅうプラザ｣の展開

海外旅行
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びゅう商品送客人員

2001 2002 2003 2004 2005 2008 2009 2010
（年度）
201120072006

（億円）

（万人）
350

300

250

200

150

100

50

0

1,200

1,000

800

600

400

200

0

1,054

377

1,075

419

1,066

478

1,039

478

1,047

571 642 640

163

184

220 222

1,044

517

241

264

950

591

844

548

761

515

688

1,013

302 308
298

285

254

　当社の旅行商品販売は、鉄道ネットワークや地域観光開
発を活かした当社ならではの個人パック旅行｢びゅう｣商品
を中心に展開しています。当社では｢びゅう｣商品の販売
を通じて、鉄道の利用促進、観光流動の活性化をはかり、

地域の活性化に取り組んでいます。
　また首都圏を中心に新しい｢びゅうプラザ｣を展開する
など、販売体制の改善に努め、お客さまへのサービス向上
に取り組んでいます。

　2007年4月から｢旅行カウンター｣と｢みどりの窓口｣が一体となった新しい
｢びゅうプラザ｣を、首都圏を中心に展開しています。
　ゆっくりとご旅行の相談をされたいお客さまや、ビジネス利用でお急ぎのお
客さまなど、さまざまなニーズにお応えすることで、より安心・便利にご利用
いただける販売体制の整備を進めています。

びゅう商品販売チャネルの拡大

びゅう商品販売と旅行商品収入の推移

2011年度びゅう商品方面別送客人員

■北東北・函館■北東北・函館
　3131万人万人
■北東北・函館
　30万人

■南東北■南東北
　4343万人万人

■伊豆・箱根■伊豆・箱根
　2323万人万人

■関東■関東
　3535万人万人

■南東北
　20万人

■新潟・庄内
　12万人

■長野■長野
　14万人万人
■長野
　16万人

■伊豆・箱根
　23万人

【スキー】
27万人

全方面計
254万人

■関東
　23万人

■TYO
　9797万人万人
■TYO
　84万人

※年度末時点での箇所数

旅行商品

展開時期 施策

2004年
9月 電話予約でのクーポン宅配サービス開始

10月 インターネットでのパンフレット閲覧サ
ービス｢digi-view｣開始

2005年
4月 旅行会社によるびゅう商品予約の新システ

ム｢びゅうWeb｣稼働開始

5月 クーポンを出発当日に駅で受け取るサービ
ス｢間際deびゅう｣開始

2006年 12月 インターネットによる全びゅう商品予約対応
サービス｢メールオーダー予約｣開始

2007年 4月 新しい｢びゅうプラザ｣の展開を開始

2008年 4月

びゅう予約センター東京の拡張による通信
販売の受付体制強化

インターネット予約におけるユーザビリティの向上
(商品詳細ページ・検索機能の追加)

2011年 5月
びゅう予約センター東京と大人の休日予約
センターの運営統合（（株）びゅうトラベル
サービス）

年度 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
箇所数 132 137 150 153 149 154 161 165 163 165 169 171 162 159 155 154 147 146 146 142 134 135 135 136 136
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